
発表番号 １２                                綾川町立綾上小学校 

１ 研究主題 

２ 研究の具体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 研究の検証及び改善の手立て 

５月と１１月の児童の質問紙の結果を比較し、「よくできた」と回答した児童の割合（回答は４件法） 

全体の主な項目の傾向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「主体的・対話的で深い学び」を実践するための教師の支援を「かかわり」「振り返り」の

視点から実践・考察する研究 

連続性のある提案授業 

〇 課題に焦点を置いた 

授業実践 

〇 抽出児童の変容から支援の

有効性と改善点を探る 

 

 

 

 

個人テーマによる実践 

〇 研究の視点（かかわり 振り

返り）に基づいたテーマ設定 

〇 教科等横断的な単元構成と

実践（カリキュラム・マネジメ

ントの視点） 

実践 

改善 

【内容】「かかわり」「振り返り」を促す教師の支援 ア～エ 【方法】 

授業②課題 授業①課題 

学習課題 

まとめ 

振り返り 

協働的な

学習 

かかわり 
〇 

ア 媒介物の活用 
イ 学習形態の工夫 
ウ 思考の可視化 
エ 価値ある他者の 
紹介

振り返り 
ア 学習課題に生かす振
り返り 

イ 児童間の振り返りの
共有 

ウ 児童、教師間の振り
返り視点の共有 

エ 同じ視点での振り返
りの継続 

 

次時の学習

へ 

③ 友達のよいと

ころを見つけた 
+16.8P 

④ 「自分にはよ
いところがあ
る」「やればで
きる力がある」 

43.5P → 60.3P 

―5.0P 

① ペア、グルー
プでの話し合い
ができた 

+7.5P 

43.5P → 51.0P 

② 振り返りを次
の学習に生かし
たい 

+17.4P 

42.9P → 60.3P 

検証 

○ 昨年度の課題「児童に振り返りのよさを実感させ

る」は、約６割の児童が振り返りを積極的に次の学

習に生かしたいと答えていることから、振り返りの

有効性を実感してきていることが推察できた。 

○ 友達のよさに目を向ける児童の割合が伸びてい

ることから、グループでの学習や振り返りで友達の

よさに目をむける取組が、向上した一因ではないか

と考える。 

改善の手立て 

○ 「振り返り」の個々の支援の有効性と課題を明確

にし、改善を図ることで、「振り返りを次時の学習に

生かしたい」という児童の思いをより効果的に生か

すことができると考える。 

○ 左記④から自己有用感を育むまでの効果があっ

たとは言えない。かかわりの中で自己有用感を向上

させるための取組について、今後、研究を改善して

いきたいと考える。 
55.5P → 50.5P 


